






要約：川崎病における免疫グロブリン療法に関して文献的に製剤の面から有効性と投与量

について検討を行なった。

①完全分子型免疫グロブリン製剤は冠動脈障害の発生を抑制しうるだけでなく程度を軽く

していた。

②用法用量として,200mg/kg5 日ないし 400mg/kg3 日以上の投与が冠動脈障害の発生予防

に適量であった。

③免疫グロブリン製剤の投与によって副作用を発現する場合がみられた。

④免疫グロブリン製剤の作用メカニズムについては諸説がみられ,今後の課題である。


